
令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

単位当たりコスト　　　　（円） 25,230

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

20,000

活動指標名

活動指標の実績(見込) 人

所有者数

活動指標の算式 －

単
位

800
単
位

決算額又は決算見込額 （千円） 184

2.50

184
当初予算額

事業 1 農業委員会費

国　費

県　費

市　債

その他

一般財源

所管課 (農林商工部農林課内) 宇陀市一般会計予算

区分 № 区分名

根拠条例等

総合計画

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　役務費（通信運搬費）　141千円

3 一般会計

農業委員会

事業の目的

遊休農地の発生防止・解消に向けて、遊休農地の現況把
握に努めるとともに、再生困難な耕作放棄地については、
農地に該当しない旨の非農地化に取り組む。 款 5 農林水産業費

目 1 農業委員会費

項 1 農業費

事業
区分

継続
事業
名

分担金
負担金

年度 会計 区分
<2020> FALSE <5-1-1-1>

遊休農地・非農地判断事業

基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

使用料
手数料

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

毎年継続的に管内の遊休農地面積の実態把握に努めると
ともに、担い手へ利用集積を図り、遊休農地の発生防止・
解消を進める。

再生困難と見込まれる放棄地については、継続して非農
地判断を行い、地目変更に繋げる。

総事業費：人件費含む （千円） 20,184

現計予算額

増減額

人件費 （人工×8,000千円）

従事職員数【人工】

▲ 43

141

R3予算額 141

R2

R2
184

特定財源の状況事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込）

Ａ
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-3-1>

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 農地・農業用施設振興補助事業

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

農地の適正な機能を発揮させ、農作物の安定した生産を
推進するため、暗渠排水施設、雨除けハウスを設置する費
用の一部を補助する。また、農地及び耕作道や用水路等、
小規模の災害復旧作業や維持補修に必要な重機等の借上げ
に係る費用を助成することにより、経費負担を軽減し早期
の機能回復により、農業用施設の機能を適正に発揮させ
る。

款 5 農林水産業費

目 3 農業振興費

区分 № 区分名

事業 1 農業振興費

項 1 農業費

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

その他 2,250

一般財源

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

2,250

R2
2,600

当初予算額

R2
2,600

現計予算額

市　債

農業支援基金繰入金　2,250千円

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円） 800 800

増減額 ▲ 350

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

総事業費：人件費含む （千円） 1,605 2,550

活動指標名

決算額又は決算見込額 （千円） 805 1,750

単位当たりコスト　　　　（円）

活動指標の算式

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

Ａ

科　目

暗渠排水事業補助金 300

ハウス施設設置事業補助金 500

重機借上げ助成事業補助金 1,450

合　計 2,250

（単位：千円）

◆雨除けハウス設置事業

年　　　度 件 数 面積

平 成 27 年 度 4件 558㎡
平 成 28 年 度 0件 0㎡
平 成 29 年 度 1件 480㎡
平 成 30 年 度 1件 864㎡
令 和 元 年 度 0件 0㎡

◆暗渠排水設置事業

年　　　度 件 数 距離

平 成 27 年 度 4件 358ｍ
平 成 28 年 度 0件 0ｍ
平 成 29 年 度 1件 67ｍ
平 成 30 年 度 0件 0ｍ
令 和 元 年 度 1件 213ｍ

◆重機借り上げ

年　　　度 件 数

平成27年度 14件
平成28年度 34件
平成29年度 24件
平成30年度 96件
令和元年度 20件
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

単位当たりコスト　　　　（円） 4,995

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標名

活動指標の実績(見込)

800

出品数

活動指標の算式 －

208
単
位

品 -
単
位

決算額又は決算見込額 （千円） 239

0.10

177
当初予算額

事業 1 農業振興費

国　費

県　費

市　債

その他

一般財源

所管課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 № 区分名

根拠条例等

総合計画

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）生産者より、品評会に出品された宇陀市内の農林産物の
審査を行い、優秀な農林産物の生産者に対し表彰を行った
後、即売会を実施する。

3 一般会計

農林課

事業の目的

生産性及び品質の向上を目的に農産物を品評することに
より、農林産物生産者の営農意欲の増進を図る。

また、幅広く消費者に宇陀の農林産物を販売するととも
に、新鮮・安心・安全性の啓発を推進し、地域農林業の発
展を図る。

款 5 農林水産業費

目 3 農業振興費

項 1 農業費

事業
区分

継続
事業
名

分担金
負担金

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-3-1>

農林産物品評会

基本計画　３－３－３ 付加価値の高い農産物づくりの推進

使用料
手数料

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

目標
農林産物品評会を通して、農林産物生産者のより一層の

営農意欲と生産性及び品質の向上を図り、また消費者に対
して宇陀市産農林産物のPRを行う。

成果
令和元年度は、11月30日・12月1日に宇陀市総合体育館

（うだ産フェスタ会場）で開催し、市内農林家が生産した
農林産物の啓発（新鮮・安全・安心）を図った。
　出品数　　野菜・果実等 208品
　即売会収益　51,600円（善意銀行へ預託）
　令和2年度は新型コロナウィルス感染症のため中止。

総事業費：人件費含む （千円） 1,039

現計予算額

増減額

人件費 （人工×8,000千円）

従事職員数【人工】

177

R3予算額 177

R2

R2
177

特定財源の状況事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込）

Ａ

合 計 177

需 用 費 10 消耗品等

役 務 費 26 郵送料

（単位：千円）

項　　　　目 金　　額 摘　　　　要

報 償 費 141 参加賞、副賞等
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

件

単位当たりコスト　　　　（円） 277,778

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込)
単
位

9
単
位

農業支援基金繰入金
　　　　 　　　　900千円

従事職員数【人工】 0.20

人件費 （人工×8,000千円） 1,600

増減額

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

有害獣の侵入防止を目的として設置したメッシュ柵へ、
メッシュ柵下部からの侵入防止を図るため鉄杭を打ち込
み、農林産物への被害を防止する。

総事業費：人件費含む （千円） 2,500

活動指標名 設置件数

決算額又は決算見込額 （千円） 900

その他 900

一般財源

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

900

R2
900

当初予算額

R2
900

現計予算額

市　債

根拠条例等 宇陀市有害鳥獣防除施設設置被害防除事業補助金交付要綱

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　有害鳥獣の侵入防止のための鉄杭の補助を行う。
・鉄杭
  11,250本×80円＝900,000円 分担金

負担金

事業 1 農業振興費

項 1 農業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

野生鳥獣による農林産物への被害を防止するため、有害
鳥獣の侵入防止を目的とした防除施設の設置を行う経費の
一部を補助する。 款 5 農林水産業費

目 3 農業振興費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 有害鳥獣防除施設改修事業補助金

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-3-1>

Ａ
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

件

単位当たりコスト　　　　（円） 97,805 64,912

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込) 41
単
位

件 57
単
位

従事職員数【人工】 0.30 0.20

人件費 （人工×8,000千円） 2,400 1,600

増減額

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

総事業費：人件費含む （千円） 4,010 3,700

活動指標名 設置件数

決算額又は決算見込額 （千円） 1,610 2,100

その他

一般財源 2,100

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

2,100

R2
2,100

当初予算額

R2
2,100

現計予算額

市　債

根拠条例等 宇陀市有害鳥獣防除施設設置被害防除事業補助金交付要綱

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）有害鳥獣の侵入防止のための柵・ネット・電気柵などの
補助を行う。
・防護柵
　7,000ｍ×300円＝2,100,000円

分担金
負担金

事業 1 農業振興費

項 1 農業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

野生鳥獣による農林産物への被害を防止するため、有害
鳥獣の侵入防止を目的とした防除施設の設置を行う経費の
一部を補助する。 款 5 農林水産業費

目 3 農業振興費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 有害鳥獣防除施設設置被害防除事業補助金

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-3-1>

Ａ

平 成 30 年 度 40件  8km

平 成 28 年 度 83件 21km

平 成 29 年 度 52件 19km

令 和 元 年 度 41件  7km

平 成 26 年 度 47件 12km

平 成 27 年 度 77件 13km

成果

年　　　度 件  数 距　離
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

a

単位当たりコスト　　　　（円） 3,404

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込)
単
位

470
単
位

機構集積協力金　800千円

従事職員数【人工】 0.10

人件費 （人工×8,000千円） 800

増減額 400

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

農地中間管理機構という公的な機関を介することで、出
し手・受け手が安心して、農地の貸し借りが出来る条件整
備が行える。

そのため、農地中間管理機構に農地を貸し出す農家と、
機構にまとまった農地を貸し出すことに合意した地域への
支援として、「機構集積協力金」を交付することで、農地
の流動化（担い手への農地集積・集約）が推進される。

総事業費：人件費含む （千円） 1,600

活動指標名 集積面積

決算額又は決算見込額 （千円） 800

その他

一般財源

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 800

800

R2
400

当初予算額

R2
800

現計予算額

市　債

根拠条例等 宇陀市機構集積協力金事業補助金交付要綱

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

事業 1 農業振興費

項 1 農業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

農地中間管理機構を通して、農地を貸し付けた地域及び
個人を支援することにより、担い手への農地集積や集約化
を加速させることを目的に、市がその目的に参画する者に
対して集積協力金を交付する。

款 5 農林水産業費

目 3 農業振興費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 機構集積協力金交付事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-3-1>

Ａ

  16,000円/10a×500a地域集積協力金 800

合　　計　（県費100％） 800

（単位：千円）

項　　　目 摘　　　　　　要 金　　額

成果

年　　　度 摘      要 集積面積

平成30年度 地域協力集積金 　　　384a

令和元年度 地域協力集積金 　　　0a
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-3-3>

3 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 特定農業振興ゾーン推進事業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

奈良県内の農地を有効に活用し、農業の生産の向上を図
るため、農業施策をそのゾーンに集中し、成功事例とし
て、県内の各地域に波及させることを目的とした特定農業
振興ゾーン事業を令和2年度に奈良県知事からエリアを設定
された「宇陀市伊那佐東部地区」に対し、宇陀市農業施策
等の一部を支援することにより、高収益作物への転換によ
る農業所得の確保、向上を目指す。

款 5 農林水産業費

目 3 農業振興費

区分 № 区分名

事業 3
特定農業振興ゾーン推
進事業費

項 1 農業費

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）遊休農地対策のための有害鳥獣対策の檻・わなの購入を
行うと伴に、高品質生産や省力化のためのスマート農業導
入に伴う先進地視察を行い、高収益化を目指す。 分担金

負担金

その他

一般財源 481

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

481

R2

当初予算額

R2

現計予算額

市　債

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

増減額 481

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

「宇陀市伊那佐東部地区」に対し、宇陀市農業施策等の
一部を支援することにより、高収益作物への転換による農
業所得の確保、向上を目指す。

総事業費：人件費含む （千円）

活動指標名

決算額又は決算見込額 （千円）

単位当たりコスト　　　　（円）

活動指標の算式

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

Ａ

科　目
旅費 115
需用費 344
委託料 19
使用料及び賃借料 3

合　計 481

（単位：千円）
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

集落

単位当たりコスト　　　　（円） 1,167,406 1,183,414

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込) 32
単
位

集落 29
単
位

中山間地域等直接支払交付金
　　　　　　　　24,100千円

従事職員数【人工】 0.30 0.30

人件費 （人工×8,000千円） 2,400 2,400

増減額 ▲ 4,363

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

目標
耕作放棄地発生の防止や多面的機能を確保するため、集

落で農地の管理方法や役割分担を取り決めた協定に基づ
き、5年以上継続して農業生産活動を行うと共に、将来に向
けた体制づくりを推進する。

成果
集落活動による健全な生産基盤の維持が図られ、農地の

多面的機能が発揮される。

総事業費：人件費含む （千円） 37,357 34,319

活動指標名 集落数

決算額又は決算見込額 （千円） 34,957 31,919

その他

一般財源 8,635

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 24,100

32,735

R2
37,098

当初予算額

R2

現計予算額

市　債

根拠条例等 宇陀市中山間地域等直接支払交付金交付要綱

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

事業 4
中山間地域直接支払事
業費

項 1 農業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

流域の上流部に位置する中山間地域の農地は、水源涵養機能、洪
水防止機能等の多面的機能により、下流域の都市住民等の生命・財
産・暮らしを守っている。

しかし、中山間地域等では、平地に比べ、自然的・経済的・社会
的条件が不利な地域や高齢化による担い手の減少、耕作放棄地の増
加等により、多面的機能が低下し、大きな経済的損失が懸念されて
いる。

そのため、中山間地域等において、適切な農業生産活動が継続的
に行われるよう、農業の生産条件に関する不利を補正する支援を行
い、多面的機能の確保を行う。

款 5 農林水産業費

目 3 農業振興費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 中山間地域等直接支払交付金事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-3-4>

Ａ

交 付 対 象 集 落 29集落（令和3年度）

交 付 対 象 面 積 17,610a（令和3年度）

実 施 期 間 令和2年度～令和6年度

29集落分

消耗品費

通信運搬費

627 地形測量 新規4地域分

コピー使用料

委 託 料

合 計 32,735

41

使 用 料 21

事 務 費 720

需 用 費 31

項　　　　　目 金　　額

交 付 金 32,015

役 務 費

摘　　　要

（単位：千円）
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

単位当たりコスト　　　　（円） 1,383,000

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込) 1
単
位

人 -
単
位

農業経営体育成支援事業補助金
　　　　　　　　 　3,385千円

従事職員数【人工】 0.10

人件費 （人工×8,000千円） 800

増減額 ▲ 4,196

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

目標
新規就農者、認定農業者、集落営農等、人・農地プラン

作成地区で、経営改善を目指す、中心経営体等に位置づけ
られた地域農業を担う者が、農業機械の更新・導入及びハ
ウスの整備等で、就農の定着や農業経営規模拡大により、
地域の農業を活性化させる。

総事業費：人件費含む （千円） 1,383

活動指標名 事業対象者

決算額又は決算見込額 （千円） 583

その他

一般財源

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 3,385

3,385

R2
7,581

当初予算額

R2
7,581

現計予算額

市　債

根拠条例等 宇陀市経営体育成支援事業補助金交付要綱

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

事業 7 経営体育成交付金

項 1 農業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

昨今の日本の農業は、農業所得の激減、農業従事者の減
少や高齢化の進展、農地面積の減少等を受け、厳しい状況
にあり、農業生産の持続性を確保し意欲ある多様な経営体
の育成や確保を図っていくことが必要である。

それぞれの経営体が直面している課題に応じた、きめ細
やかな支援の実施を通じ、意欲ある多様な経営体の育成や
支援を行う。

款 5 農林水産業費

目 3 農業振興費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 農業経営体育成支援事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-3-7>

Ａ

補助概要：融資主体型補助

　2経営体

　事業費の30％以内

 　3,385千円

補 助 率

交 付 金

項 目 摘　　　　　　　　要

経 営 体 数

成果

平 成 30 年 度 0件 0

令 和 元 年 度 1件 583

平 成 28 年 度 3件 2,544

平 成 29 年 度 1件 600

平 成 26 年 度 2件 3,969

平 成 27 年 度 2件 3,236

 （単位：千円）

年　　　度 件　数 交付金
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

活動
組織

単位当たりコスト　　　　（円） 1,084,556 1,054,037

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込) 27
単
位

活動
組織

27
単
位

多面的機能支払交付金
　　　　　　　21,851千円

従事職員数【人工】 0.30 0.30

人件費 （人工×8,000千円） 2,400 2,400

増減額 ▲ 230

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

総事業費：人件費含む （千円） 29,283 28,459

活動指標名 活動組織体数

決算額又は決算見込額 （千円） 26,883 26,059

その他

一般財源 7,221

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 21,851

29,072

R2
29,302

当初予算額

R2
29,302

現計予算額

市　債

根拠条例等 多面的機能支払交付金実施要綱

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

事業 11
多面的機能支払交付金
事業

項 1 農業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

農地・農業用水等の資源は、農村の過疎化、高齢化の進
行に伴う集落機能の低下により、適切な保全管理が困難と
なっている。

そのため、地域主体の保全管理の取組を強化し、地域共
同による農地や農業用水等の資源の保全管理活動と、その
一環として行う農村の環境保全活動に加え、農地周りの農
業用排水路や農道・ため池等、施設の長寿命化を図るため
の取組に対して支援を行う。

款 5 農林水産業費

目 3 農業振興費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 多面的機能支払交付金事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-3-11>

Ａ

・ 農地維持支払及び資源向上支払（共同活動）

　地域共同による草刈りや土砂上げ等、農地・水路等の基礎的な

保全管理及び花植え等良好な景観形成を保つための活動によ

り、農村環境改善が見込まれる。

・ 資源向上（施設の長寿命化）

　農業用水路等の補修・更新など、施設の長寿命化のための活

動により、農業基盤が整備される。

　農地維持支払及び資源向上（共同活動）活動による農地、水路

等の基礎的な保全管理や農村環境の保全、及び農業用水路等

の補修・更新等施設の長寿命化など、地域ぐるみによる協力体制

により、良好な農村の景観形成を築くことができる。また、資源向

上（施設の長寿命化）活動により、農業施設の基盤整備を行うこと

ができる。

目標

成果

農地維持支払

資源向上支払

41

需用費 161 消耗品費

役務費 通信運搬費

合 計 29,072

施設の長寿命化 9,826 継続16組織

事務費

11,735 継続27織・新規3組織

共同活動 7,309 継続26組織・新規3組織

　 （単位：千円）

項　　　　　目 金　　額 摘　　　　要
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

ha

単位当たりコスト　　　　（円） 19,508 18,731

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込) 297
単
位

ha 297
単
位

農業費雑入（県市町村振興
協会助成） 　     50千円

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円） 800 800

増減額 2,788

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

目標
各種法令に即した運営管理と、適切なメンテナンスによ

る施設の長寿命化や安全性を確保する。

成果
安定した農業用水及び上水の確保と、豪雨時による下流

河川の減災効果が確保できる。

総事業費：人件費含む （千円） 5,794 5,563

活動指標名 受益面積

決算額又は決算見込額 （千円） 4,994 4,763

その他 50

一般財源 7,501

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

7,551

R2
4,763

当初予算額

R2
4,763

現計予算額

市　債

根拠条例等 宇陀市宮奥ダム管理条例、宇陀市宮奥ダム管理条例施行規則、河川法、河川法施行令、河川法施行規則、水利使用規則

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）大宇陀南部地域の安定した農業用水及び生活用水を確保
するため、老朽化対策に取り組むと共に、良好で安全な生
活空間を確保する。また、宮奥ダム水辺公園の維持管理に
より市民に憩いの場を提供する。
　
 
 
 
 
 
 

分担金
負担金

事業 25 宮奥ダム管理費

項 1 農業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

宇陀川の最上流に位置する宮奥ダムの適切な管理運営に
より、大宇陀南部西部地域の安定した農業用水及び南部地
域の生活用水の確保を行う。

また、水辺公園の維持管理を行い、市民に憩いの場を提
供する。

款 5 農林水産業費

目 3 農業振興費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 宮奥ダム管理運営事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-3-25>

Ａ

合 計 7,551

（単位：千円）

項　　　　　　目 金額 摘　　　　　　　要

委 託 料 4,936 定期点検、除草・清掃作業

需 用 費 1,454 電気料金、機器修繕料等

役 務 費 825 電話回線使用料等

負担金、補助及び交付金 180

普 通 旅 費 156
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

a

単位当たりコスト　　　　（円） 1,419 2,136

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込) 1,333
単
位

a 1,260
単
位

環境保全型農業直接支払交付金
　　　　 　　　　　2,138千円

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円） 800 800

増減額 953

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

目標
　農業生産活動による、環境負荷発生リスクの軽減

総事業費：人件費含む （千円） 1,891 2,691

活動指標名 取組面積

決算額又は決算見込額 （千円） 1,091 1,891

その他

一般財源 706

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 2,138

2,844

R2
1,891

当初予算額

R2
1,891

現計予算額

市　債

根拠条例等 宇陀市環境保全型農業直接支払交付金交付要綱

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

事業 90
環境保全型農業直接支
援対策事業

項 1 農業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

農業分野において、地球温暖化防止や生物多様性保全
に、積極的に貢献することが重要となっている。

そのため、環境保全の高い営農活動に取り組み、販売を
目的として生産を行う農業者に対して支援を行う。

款 5 農林水産業費

目 3 農業振興費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 環境保全型農業直接支払交付金事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-3-90>

Ａ

：

：

： Ａ＝1,000ａ×2品目作付加算

： 2,014ａ×14,000円/10ａ＝2,819,600 円

：

：

事 業 取 組 計 画 農 地

交 付 額

（国：7,000円/10ａ　県：2,000円/10ａ　市：2,000円/10ａ）

事 務 費 　　24,000 円

事業費合計 2,843,600 円

対 象 者 エコファーマー認定者・有機農業に取組む農業者

対 象 事 業
化学肥料・化学合成農薬の5割低減の取組と炭素
を多く含んだ堆肥による水質保全に資する施用、
有機農業等

成果

ha

ha

ha

ha

ha

ha

平 成 29 年 度 12人 1,271

平 成 30 年 度 11人 1,111

令 和 元 年 度 11人 1,333

平 成 27 年 度 11人 1,627

平 成 28 年 度 12人 1,562

 

年　　　度 人数 面　　積

平 成 26 年 度 11人 948
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

人

単位当たりコスト　　　　（円） 1,585,000 1,622,500

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込) 10
単
位

人 10
単
位

農業次世代人材投資事業補助金
　　　　　　　　　18,750千円

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円） 1,600 1,600

増減額 ▲ 1,500

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

目標
新規就農者が、農地の集積などにより、新たな地域の担

い手農家となり得ることから、この制度を活用し、年次的
に就農者の増加を目指す。

総事業費：人件費含む （千円） 15,850 16,225

活動指標名 新規就農者・継続者数

決算額又は決算見込額 （千円） 14,250 14,625

その他

一般財源

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 18,750

18,750

R2
20,250

当初予算額

R2
20,250

現計予算額

市　債

根拠条例等 宇陀市青年就農給付金事業補助金交付要綱

総合計画 基本計画　３－３－３ 付加価値の高い農産物づくりの推進

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

事業 91 新規就農者確保事業

項 1 農業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

青年の就農意欲の喚起と就農後の定着を図り、経営が不
安定な就農直後（最長5年間）の所得を確保するため給付金
を交付する。 款 5 農林水産業費

目 3 農業振興費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 農業次世代人材投資事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-3-91>

Ａ

：

： 年間1,500,000円／1名
： 最長5年間
： 新規            　       5名　　  7,500,000円（国庫100%）

継続（上期・下期）　 7名　10,5000,000円（国庫100%）
継続（上期）       　  1名　  　  750,000円（国庫100%）

要 件 就農時50歳未満で独立・自営就農した者で、
就農後の総所得が350万円未満の者

給 付 額

給 付 期 間

R3年度概要

平 成 30 年 度 3人
令 和 元 年 度 0人

平 成 27 年 度 1人
平 成 28 年 度 3人
平 成 29 年 度 2人

成果

年　　　度 新規就農者数

平 成 26 年 度 1人
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年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-3-97>

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 ため池防災対策調査計画事業

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

地震や豪雨により、ため池などの農業水利施設が被災
し、人命が失われるなどの被害が発生しているため、早急
に施設の現状を確認し災害予防に努める。 款 5 農林水産業費

目 3 農業振興費

区分 № 区分名

事業 97
ため池防災対策調査計
画事業

項 1 農業費

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）市内の貯水量の多いため池や民家が隣接している等の防
災重点ため池（19池）の簡易氾濫解析を行い、その後耐震
診断により施設の現状を確認し災害予防に努める。

簡易氾濫解析　　 委託料　 　640千円
耐震診断　　 　　委託料 　5,700千円
ため池ﾊﾟﾄﾛｰﾙ　　 委託料 　　600千円

分担金
負担金

その他

一般財源

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 6,940

6,940

R2

当初予算額

R2
8,500

現計予算額

市　債

ため池防災対策調査計画事業補助金
　　　　　　　　　　　 6,940千円

従事職員数【人工】 0.20 0.30

人件費 （人工×8,000千円） 1,600 2,400

増減額 6,940

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

【簡易氾濫解析】
　市内防災ため池数・・・・ 19池
　　解析済・・・・・・・・　6池
　　R2補正・R3実施・・・・ 13池

【耐震診断】
　市内防災ため池数・・・・ 19池
　　耐震診断済・・・・・・・3池
　　R2実施・・・・・・・・・2池
　　R2補正・R3実施・・・・・2池
　　R4以降実施・・・・・・ 12池

総事業費：人件費含む （千円） 4,790 7,760

活動指標名 耐震診断ため池数

決算額又は決算見込額 （千円） 3,190 5,360

池

単位当たりコスト　　　　（円） 3,880,000

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込)
単
位

2
単
位

Ａ
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a

単位当たりコスト　　　　（円） 2,184 2,447

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込) 950
単
位

a 940
単
位

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円） 1,600 1,600

増減額

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

総事業費：人件費含む （千円） 2,075 2,300

活動指標名 生産面積

決算額又は決算見込額 （千円） 475 700

その他

一般財源 700

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

700

R2
700

当初予算額

R2
700

現計予算額

市　債

根拠条例等 宇陀市水田活用振興作物助成交付金交付要綱

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）水田活用経営所得安定対策交付金
　対象作物 ： 大豆・小豆
　10a当たり5,000円の奨励
　事業費 ： 1,400a×5,000円/10a＝700,000円

分担金
負担金

事業 98
経営所得安定対策直接
支払推進事業

項 1 農業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

水田の生産調整の推進と併せ、大豆・小豆の土地利用型
作物の生産奨励を行い、大豆・小豆の産地化やブランド化
を推進する。 款 5 農林水産業費

目 3 農業振興費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 水田活用経営所得安定対策事業交付金（振興作物助成）

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-3-98>

Ａ

a
a
a
a
a
a

実績

年　　　度 生産面積

平 成 30 年 度 973

平 成 26 年 度 1,316
平 成 27 年 度 1,136
平 成 28 年 度 1,402
平 成 29 年 度 1,228

令 和 元 年 度 950
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年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-3-98>

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 経営所得安定対策直接支払推進事業

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

経営所得安定対策等の普及推進活動、農業者の申請書類
の受付、対象作物の作付面積の確認、水田情報等の収集・
整理事務を行う。 款 5 農林水産業費

目 3 農業振興費

区分 № 区分名

事業 98
経営所得安定対策直接
支払推進事業

項 1 農業費

根拠条例等 奈良県経営所得安定対策直接支払推進事業費補助金交付要綱

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）経営所得安定対策の実施に必要となる推進活動や、要件確
認等を行う。

分担金
負担金

その他

一般財源 401

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 2,641

3,042

R2
2,987

当初予算額

R2
2,987

現計予算額

市　債

経営所得安定対策直接支払推進
事業補助金　　　　 2,641千円

従事職員数【人工】 0.30 0.30

人件費 （人工×8,000千円） 2,400 2,400

増減額 55

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

目標
経営所得安定対策の推進活動を行い、制度加入者への申

請書類等の配布・回収や申請手続きの支援を行い、近畿農
政局奈良支局等へ情報を提供する。

総事業費：人件費含む （千円） 4,103 5,041

活動指標名 現地確認者数

決算額又は決算見込額 （千円） 1,703 2,641

人

単位当たりコスト　　　　（円） 37,300 46,676

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込) 110
単
位

人 108
単
位

Ａ

3,042

役 務 費 50 郵送料

使 用 料 272 システム使用料

合 計

報 償 費 586 現地確認手当

需 用 費 400 消耗品費、燃料費等

（単位：千円）

項　　目 金　額 摘　　　　　　要

会計年度任用
職 員 人 件 費 1,734
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単位当たりコスト　　　　（円）

活動指標の算式

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
2.地域の産業の発展を担う
次世代の人材の確保や育成

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

増減額 6,590

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

全国から、地域おこしに興味のある隊員が職員とは違う
目線や発想で地域住民と接し活動することで、市内農業の
活性化が生まれることが期待できる。

また、狩猟免許を取得し、狩猟技術や有害鳥獣対策、獣
肉加工等の研修により、技術の向上を図り、隊員を農村部
へ入り込み、有害被害や農業経営の地域のアドバイザーと
して、農家から寄せられる幅広い要望に専門的かつ柔軟に
対応できるスキルを持った人材の育成を図る。

総事業費：人件費含む （千円）

活動指標名

決算額又は決算見込額 （千円）

その他

一般財源 6,590

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

6,590

R2

当初予算額

R2

現計予算額

市　債

根拠条例等 宇陀市地域おこし協力隊設置要綱

総合計画 基本計画　３－２－１ 雇用の創出

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　地域おこし協力隊2名の育成

分担金
負担金

事業 101
農業振興費（地域おこし
協力隊設置事業）

項 1 農業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

宇陀市の農業は、高齢化の進行や担い手・後継者不足に
なっており、さらに有害鳥獣の被害のため、営農意欲を失
うことによる離農が課題となっている。このような課題解
決には、有害鳥獣の駆除に重点を置く必要がある。そのよ
うな人材を 総務省プログラムの地域おこし協力隊を活用
し、狩猟に関心があり、農産物被害を軽減するために有害
鳥獣対策を行いたいという思いのある市外の住民を隊員に
委嘱し、本市の農業振興の推進を図る。

款 5 農林水産業費

目 3 農業振興費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 農業サポート人材育成事業（地域おこし協力隊事業）

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-3-101>

Ａ

（単位：千円）
項　　　　目 金　　　額

普 通 旅 費 312
需 用 費 749
役 務 費 423

合 計 6,590

使 用 料 及 び 賃 借 料 1,030
負担金、補助及び交付金 220
地域おこし協力隊人件費 3,856
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年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-5-1>

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 地籍調査事業

所管課 地籍調査課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

　宇陀市の民有地及び公有地の保全及びその利用の高度化
に資すると共に、併せて地籍の明確化を図るため、土地の
実態を科学的且つ総合的に調査することを目的とする。 款 5 農林水産業費

目 5 地籍調査費

区分 № 区分名

事業 1 本庁地籍調査費

項 1 農業費

根拠条例等 国土調査法第６条の４（事業計画の実施等）

総合計画 基本計画　２－２－１ 土地利用の推進

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）令和3年度地籍調査事業概要
・大宇陀白鳥居
【面積】0.32㎢　　現地一筆地調査・一筆地測量
・榛原萩原の一部（富士見ヶ丘）
【面積】0.36㎢　　地籍図原図作成・地籍簿案作成

分担金
負担金

その他

一般財源 6,500

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 19,500

26,000

R2
28,456

当初予算額

R2
28,456

現計予算額

市　債

地籍調査事業負担金　19,500千円

従事職員数【人工】 1.50 1.50

人件費 （人工×8,000千円） 12,000 12,000

増減額 ▲ 2,456

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

地籍調査事業により、土地保全と登記手続きの簡素化、公
共事業の効率化等の効果をもたらす。

総事業費：人件費含む （千円） 46,650 39,176

活動指標名 実施面積

決算額又は決算見込額 （千円） 34,650 27,176

㎢

単位当たりコスト　　　　（円） 53,620,690 45,553,488

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
2.暮らしやすいまち
2.移住定住の促進強化活動指標の実績(見込) 0.87

単
位

㎢ 0.86
単
位

Ａ
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件

単位当たりコスト　　　　（円） 148,737 242,424

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込) 38
単
位

件 33
単
位

従事職員数【人工】 0.25 0.50

人件費 （人工×8,000千円） 2,000 4,000

増減額 ▲ 200

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

目標
農業施設災害復旧事業の、採択要件を満たさない小規模

災害や、老朽施設の補修等、自力復旧に対する原材料の支
給により、施設機能の維持と耕作放棄地の防止を図る。

総事業費：人件費含む （千円） 5,652 8,000

活動指標名 申請件数

決算額又は決算見込額 （千円） 3,652 4,000

その他

一般財源 3,800

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

3,800

R2
4,000

当初予算額

R2
4,000

現計予算額

市　債

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

事業 1 農業土木費

項 1 農業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

農業用施設の自然災害による小規模な被災や、老朽化に
よる機能不全など、早急な復旧を必要とすることから補修
用の材料を支給し、農業生産の安定と農業用施設の長寿命
化を図る。

また、地域生活に密着した公共性の高い農道やため池な
ど農業用施設の運営管理と、適切なメンテナンスによる施
設の長寿命化や安全性を確保する。

款 5 農林水産業費

目 6 農業土木費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 農業用施設維持管理・修繕事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-6-1>

Ａ

合　　　　　　　　　　　計 3,800

生コンクリート・クラッシャラン等

手 数 料 応急工事手数料 500

工事請負費 農業用施設維持補修工事 300

（単位：千円）

項　　　目 内　　　　　　　　　容 金　　額

3,000補修用材料費

平 成 28 年 度 53件

平 成 29 年 度 37件

平 成 30 年 度 64件

成果

年　　　度 申 請 件 数

平 成 26 年 度 38件

平 成 27 年 度 48件

令 和 元 年 度 38件
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年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-6-1>

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 農林道台帳整備委託事業

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

農道及び林道台帳を整備し、建設課所有の市道路台帳管
理システム「PASCAL」及び道路台帳と同様のデータベース
を図ることにより、農道及び林道の適正な維持管理を行う
とともに安全性、利便性の向上を図る。

款 5 農林水産業費

目 6 農業土木費

区分 № 区分名

事業 1 農業土木費

項 1 農業費

根拠条例等 道路法第２８条

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）農道及び林道土地等調査事業　4,950,000円
・保有資料の整理・概略基本図作成
・法務局調査（公図・地積測量図転写・連続図作成・
　登記調査等）
・現況素図作成（保有図重ね図・建設課道路現況図・
　税務課（参考）地番図・法務局調査結果割込図等）

分担金
負担金

その他

一般財源 4,950

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

4,950

R2
3,500

当初予算額

R2
3,500

現計予算額

市　債

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円） 800 800

増減額 1,450

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

目標
農道及び林道を建設課所有の市道路台帳管理システムと

同じ基本データにする事で、適正な維持管理を行うことが
できるとともに、安全性、利便性の向上を図る。

総事業費：人件費含む （千円） 4,980 4,300

活動指標名 調査路線数

決算額又は決算見込額 （千円） 4,180 3,500

路線

単位当たりコスト　　　　（円） 4,980,000 4,300,000

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込) 1
単
位

路線 1
単
位

Ａ

成果

年　　　度 路　線　数

平 成 29 年 度 6路線

平 成 30 年 度 1路線

平 成 26 年 度 2路線

平 成 27 年 度 3路線

平 成 28 年 度 6路線

令 和 元 年 度 1路線
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年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-6-1>

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 県営一般農道大野向渕線整備事業負担金

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

農業経営の合理化及び農業生産力の増強を促進するた
め、広域農道や、基幹農道以外の基幹となる農道を県営事
業で実施する。 款 5 農林水産業費

目 6 農業土木費

区分 № 区分名

事業 1 農業土木費

項 1 農業費

根拠条例等 土地改良法第９１条第６項

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

その他

一般財源 56

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

17,956

R2
17,745

当初予算額

R2
17,745

現計予算額

市　債 17,900

過疎対策事業債　　17,900千円

従事職員数【人工】 0.01 0.01

人件費 （人工×8,000千円） 80 80

増減額 211

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

農業経営の合理化、農業生産力の向上や、生活環境の利
便性の向上を推進する。

また、中山間地域における農林業の生産力向上や利便性
の向上を図り、地域住民生活の安定を図る。

総事業費：人件費含む （千円） 19,249 20,131

活動指標名 受益面積

決算額又は決算見込額 （千円） 19,169 20,051

ha

単位当たりコスト　　　　（円） 94,823 99,167

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込) 203
単
位

ha 203
単
位

Ａ

合 計 119,700

市負担金　15％ 17,956

事 務 費 2,850

工 事 請 負 費 114,000
工 事 雑 費 2,850

（単位：千円）
項　　　　目 金　　　額
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ha

単位当たりコスト　　　　（円） 24,486 28,748

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込) 401
単
位

ha 401
単
位

合併特例債　　　　6,200千円
雑入（地元負担金）4,963千円

従事職員数【人工】 0.01 0.01

人件費 （人工×8,000千円） 80 80

増減額 ▲ 4,231

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

農業経営の合理化、農業生産力の向上や、生活環境の利
便性の向上を推進する。

また、中山間地域における農林業の生産力向上や利便性
の向上を図り、地域住民生活の安定を図る。

総事業費：人件費含む （千円） 9,819 11,528

活動指標名 受益面積

決算額又は決算見込額 （千円） 9,739 11,448

その他 4,963

一般財源 416

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

11,579

R2
15,810

当初予算額

R2
15,810

現計予算額

市　債 6,200

根拠条例等 土地改良法第９１条第６項

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

事業 1 農業土木費

項 1 農業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

農業経営の合理化及び農業生産力の増強を促進するた
め、国営総合農地開発事業地区における水利施設の機能確
保を県営事業で実施する。 款 5 農林水産業費

目 6 農業土木費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 畑地帯総合整備事業（農業水路等長寿命化事業負担金）

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-6-1>

Ａ

項　　　　目 金　　　額

工 事 費 63,000
工 事 雑 費 1,575

（単位：千円）

事 務 費 1,575
合 計 66,150

市負担金　10％ 6,616
地元負担金　7.5％ 4,963
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年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-8-1>

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 うだ産フェスタ事業

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

款 5 農林水産業費

目 8 産業企画費

区分 № 区分名

事業 1 産業企画費

項 1 農業費

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－１－３ 宇陀市産物の利用促進

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）うだ産フェスタ実行委員会補助金　8,000千円
[日時]令和3年11月下旬（予定）
[場所]宇陀市総合体育館　周辺
[内容]
・協賛団体の展示、農産物・特産品名産品等の販売
・地場産品(農産物・花卉・毛皮革・特産品・名産品
　等)の販売
・地元食材を使った飲食販売
・市産業の紹介PR
・農林産物品評会　など

分担金
負担金

その他 8,000

一般財源

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

8,000

R2
8,000

当初予算額

R2

現計予算額

市　債

従事職員数【人工】 1.00 -

人件費 （人工×8,000千円） 8,000 -

増減額

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

・地域産業の活性化
・生産者の所得向上
・地産地消を促進
・産業の活性化
・生産者の生産意欲の向上と地域産業の担い手づくり
　を図る。

人

単位当たりコスト　　　　（円） 2,909

宇陀市における特産品や自慢の産品を一同に集め、広く
市内外に推奨することにより、地域産業の活性化を目指す
とともに、地産地消を促進させ、生産者の生産意欲の向上
と地域産業の担い手づくりを図る。

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
1.地域資源の保全及び産業
と連携した活用

活動指標の実績(見込) 5,500
単
位

人 -
単
位

総事業費：人件費含む （千円） 16,000 -

活動指標名 入場者数

決算額又は決算見込額 （千円） 8,000 - ふるさと応援基金繰入金
　　　　　　　　　　8,000千円

ＡＡＡＡＡＡＡ
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年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-8-101>

3 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 企業立地推進事業

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

企業誘致を推進するため、これまでの企業誘致課題の整
理をお行うとともに、企業誘致を積極的に取り組んでいる
自治体の事例を参考にし、創意工夫をこらした企業誘致活
動の推進を図る。

款 5 農林水産業費

目 8 産業企画費

区分 № 区分名

事業 101
産業企画費（創業・既存
企業等支援事業）

項 1 農業費

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－４－３ 新たな産業の展開

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　企業誘致先進自治体の視察
・旅費　　　　　　　327千円
・通行料及び駐車　　 40千円 分担金

負担金

その他

一般財源 367

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

367

R2

当初予算額

R2

現計予算額

市　債

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

増減額

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

企業誘致に取り組む先進自治体の事例を参考に、市内で
の創業・企業立地を促進し、新たな産業の展開を図る。

総事業費：人件費含む （千円）

活動指標名

決算額又は決算見込額 （千円）

単位当たりコスト　　　　（円）

活動指標の算式

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
4.商工業の再生・活性化活動指標の実績(見込)

単
位

単
位

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
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活動指標名

特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

動画編集のノウハウを磨き、YouTuberとして大和高原宇
陀ブランドの魅力を市内外や海外に発信。

YouTuberを活用し、地域で生産された商品販売による地
域経済活性化を図り、流通・販売までのマーケティングに
より商品価値向上と所得向上を目指す。

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

人件費 （人工×8,000千円）

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込）

使用料
手数料

国　費

県　費

単位当たりコスト　　　　（円）

・人材育成、マーケティング構想
　委託料　7,328千円
・旅費　　　 97千円

活動指標の算式

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
4.商工業の再生・活性化活動指標の実績(見込)

単
位

単
位

総事業費：人件費含む （千円）

決算額又は決算見込額 （千円）

従事職員数【人工】

その他

一般財源 7,425

R3予算額

R2

現計予算額

増減額

7,425

R2

当初予算額

市　債

目 8 産業企画費

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－４－３ 新たな産業の展開

項 1 農業費

款 5 農林水産業費

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

区分 № 区分名宇陀産の誇れるものを、「大和高原宇陀ブランド」とし
てYouTubeチャンネルにアップし、宇陀産の知名度向上と
ファン獲得を目指すため、専門講師による動画の撮影や編
集に関するノウハウや情報発信方法を学んでもらう機会を
提供し、YouTuberとして大和高原宇陀ブランドの魅力を発
信してもらう人材を育成する。また、YouTuberを活用し、
地域で生産された商品販売による地域経済活性化を図るた
め、流通・販売までのマーケティングを行なう在り方を構
想する。 事業 101

産業企画費（創業・既存
企業等支援事業）

3 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 大和高原宇陀ブランドプロモーション事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-8-101>

Ａ
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人

単位当たりコスト　　　　（円） 1,622,500 5,750,000

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
2.地域の産業の発展を担う
次世代の人材の確保や育成

活動指標の実績(見込) 4
単
位

人 1
単
位

従事職員数【人工】 0.50 0.50

人件費 （人工×8,000千円） 4,000 4,000

増減額 ▲ 200

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

奈良県融資制度と連携し、市内での創業、既存企業
との連携を図ることにより、市内産業の活性化、空き
店舗の活用を図る。

総事業費：人件費含む （千円） 6,490 5,750

活動指標名 創業支援資金利用件数

決算額又は決算見込額 （千円） 2,490 1,750

その他

一般財源 1,950

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

1,950

R2
1,750

当初予算額

R2
1,750

現計予算額

市　債

根拠条例等 宇陀市創業支援補助金交付要綱

総合計画 基本計画　３－２－１ 雇用の創出

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）奈良県が行う創業支援資金を受け、市内での創業を
行う事業者に対し、同資金の借入額10％を補助する。
　また、セミナー開催を宇陀商工会に委託する。

・委託料　　　　　　　450千円
・創業支援助成金　　1,500千円

分担金
負担金

事業 101
産業企画費（創業・既存
企業等支援事業）

項 1 農業費

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

奈良県創業支援資金事業と連携し、宇陀市内での創業を
支援するため、同資金の借入額に対し助成することで、市
内での創業の支援を図る。

また、市創業支援計画に基づき、認定連携創業支援事業
者である宇陀商工会と連携し、経営・財務等をテーマにし
たセミナーを開催する。

款 5 農林水産業費

目 8 産業企画費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名

アントレプレナー育成循環事業
【創業・既存企業等支援ネットワーク事業】

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-8-101>

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
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年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-8-101>

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 宇陀特産品・名産品ＰＲ事業

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

款 5 農林水産業費

目 8 産業企画費

区分 № 区分名

事業 101
産業企画費（創業・既存
企業等支援事業）

項 1 農業費

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－４－３ 新たな産業の展開

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　市内外での特産品・名産品をPR
消耗品費　　　　　　 　 20千円
印刷製本費　　　　　　 400千円
役務費　　　　　　　　　13千円
通行料及び駐車料金等　  10千円
　合計　　　　　　　　 443千円

分担金
負担金

その他

一般財源 443

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

443

R2
202

当初予算額

R2
202

現計予算額

市　債

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円） 1,600 1,600

増減額 252

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

市外において、市内の特産品・名産品のほか観光情
報やイベント情報を広くＰＲすることで、市の知名度
の向上を図り、地域所得の向上と産業の活性化を図
る。

品

単位当たりコスト　　　　（円） 20,073 21,452

市特産品・名産品を市内外に推奨することで、地域産業
の活性化を目指すとともに、地産地消を促進させ、生産者
の生産意欲、地域所得の向上を図る。

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
4.商工業の再生・活性化活動指標の実績(見込) 82

単
位

品 84
単
位

総事業費：人件費含む （千円） 1,646 1,802

活動指標名 特産品・名産品の認定商品数

決算額又は決算見込額 （千円） 46 202

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
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人

単位当たりコスト　　　　（円） 141,388 100,230

宇陀市で、日本最初の薬狩りが行われた様子の壁画が星
薬科大学本館の壁画に描かれている。薬とゆかりのある宇
陀を薬草のまちとして推進し、宇陀の薬草の魅力を市内外
に発信する。

また、新たな産業と地域活性化を図るため、大和当帰の
以外の薬草（セネガ、甘茶）の栽培の確立や薬草メニュー
開発、一次加工品の薬効成分のある機能性成分を調査し、
販売促進に取り組む事業者を支援する。

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
4.商工業の再生・活性化活動指標の実績(見込) 80

単
位

人 100
単
位

総事業費：人件費含む （千円） 11,311 10,023

活動指標名 栽培者数

決算額又は決算見込額 （千円） 7,311 6,023

従事職員数【人工】 0.50 0.50

人件費 （人工×8,000千円） 4,000 4,000

増減額 ▲ 665

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

薬草栽培を推進し、宇陀市の新たな産業と地域活性
化を図る。

薬草の6次産業化を推進し、宇陀市を薬草の産地と
することで、農業者所得の向上を図るとともに、薬草
の魅力をPR（ワークショップ、講演会等）し、ウェル
ネスシティ宇陀を推進していく。

また、地域おこし協力隊による薬草の普及活動や活
用方法の拡大を図る。

その他

一般財源 5,487

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

5,487

R2
6,023

当初予算額

R2
6,023

現計予算額

市　債

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－４－３ 新たな産業の展開

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）○宇陀市薬草協議会　　　　　　　　　　　3,500千円
（苗配布、大和当帰根、葉の買い取り調整、セネガ・アマ
チャの栽培研究、研修参加等）
○薬草メニュー開発補助事業　　　　　　　　400千円
○栄養機能食品支援事業　　　　　　　　　　200千円
○薬草フェスティバル事業　　　　　　　　　417千円
○薬草ＰＲ事業　　　　　　　　　　　　　　461千円
○星薬科大学連携事業　　　　　　　　　　　509千円

分担金
負担金

事業 102
産業企画費（薬草活用
事業）

項 1 農業費

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

款 5 農林水産業費

目 8 産業企画費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 薬草を活用したまちづくり事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-8-102>

Ａ

-226-



令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

7,940
当初予算額

従事職員数【人工】 0.50 0.50

人件費 （人工×8,000千円） 4,000 4,000

増減額 2,450

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

隊員数

決算額又は決算見込額 （千円） 7,184 7,940

R3予算額

人

単位当たりコスト　　　　（円） 5,592,000 5,970,000

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
4.商工業の再生・活性化活動指標の実績(見込) 2

単
位

人 2
単
位

R2
7,940

現計予算額

総事業費：人件費含む （千円） 11,184 11,940

活動指標名

10,390

R2

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－４－３ 新たな産業の展開

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）【隊員分3人】
・報償費　　　　　　　　　　　    80千円
・旅費　　　　　　　 　　　　　　721千円
・需用費　　　　　　　　　　　   658千円
・役務費　　　　　　　　　　   　 69千円
・使用料及び賃借料　　　　　   1,534千円
・負担金、補助金及び交付金　   1,420千円
・地域おこし協力隊員人件費　　 5,908千円

　合計　　　　　　　　　　  　10,390千円

分担金
負担金

使用料
手数料

国　費

県　費

市　債

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

全国から、地域おこしに興味のある隊員が職員とは
違う目線や発想で地域住民と接し活動することで、市
内の活性化が生まれることが期待できる。

また、隊員の起業等により、産業の活性化が図れ
る。

その他

一般財源 10,390

事業 103
産業企画費（地域おこし
協力隊設置事業）

項 1 農業費

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

款 5 農林水産業費

目 8 産業企画費

区分 № 区分名総務省のプログラムの地域おこし協力隊を活用すること
で、市外の住民を隊員に委嘱し、本市が目指している薬草
を活用したまちづくり事業を推進し、隊員による定住及び
起業により市内産業の活性化を図る。

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 薬草活用人材育成事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-8-103>

Ａ
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頭

単位当たりコスト　　　　（円） 2,222 2,250

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込) 1,215
単
位

頭 1,200
単
位

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円） 1,600 1,600

増減額

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

令和元年度
　ニホンザル群生態調査、位置情報発信、行動範囲調査
　シカ生態調査
　狩猟者育成
　不要果樹伐採、緩衝帯整備
　研修会開催

総事業費：人件費含む （千円） 2,700 2,700

活動指標名 有害鳥獣捕獲頭数（宇陀・名張地域）

決算額又は決算見込額 （千円） 1,100 1,100

その他

一般財源 1,100

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

1,100

R2
1,100

当初予算額

R2
1,100

現計予算額

市　債

根拠条例等 鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別措置に関する法律

総合計画 基本計画　３－３－４ 森林の保全と多面的利用の促進

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）ソフト事業
　ニホンザル群の個体数及び群構成の調査
　ニホンジカの行動範囲調査
　狩猟者育成
　獣肉利用の推進
　不要果樹伐採等
　緊急捕獲活動
　捕獲体制整備

分担金
負担金

事業 1 林業振興費

項 2 林業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

宇陀市、名張市連携による鳥獣被害の防止を目的とし
て、平成18年7月に、宇陀・名張地域鳥獣害防止広域対策協
議会を立ち上げ、協議会が事業主体となり、鳥獣害防止対
策事業の実施を図る。

款 5 農林水産業費

目 2 林業振興費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 宇陀・名張地域鳥獣害防止広域対策事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-2-2-1>

Ａ
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ha

単位当たりコスト　　　　（円） 365,307 409,333

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込) 88
単
位

ha 75
単
位

美しい森林づくり基盤整備事業
交付金　　　　　　15,000千円

従事職員数【人工】 0.40 0.40

人件費 （人工×8,000千円） 3,200 3,200

増減額 ▲ 16,067

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

目標
地球温暖化に向けた森林吸収目標の達成と、森林の多面

的な機能の持続的発揮のため、間伐事業を実施する。

　

総事業費：人件費含む （千円） 32,147 30,700

活動指標名 間伐面積

決算額又は決算見込額 （千円） 28,947 27,500

その他

一般財源

R3予算額

使用料
手数料

国　費 15,000

県　費

15,000

R2
31,067

当初予算額

R2
31,067

現計予算額

市　債

根拠条例等 宇陀市美しい森林づくり基盤整備事業補助金交付要綱

総合計画 基本計画　３－３－４ 森林の保全と多面的利用の促進

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）森林所有者等が実施した森林整備（間伐、作業道開設）
に対し、予算の範囲内で事業に係る経費の1/2を補助する。

市では、市内森林組合が森林所有者の代理となって交付
申請を行う。

分担金
負担金

事業 1 林業振興費

項 2 林業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法におい
て、宇陀市が作成した「特定間伐促進計画」に基づき、森
林所有者等が実施する取り組み（地球温暖化防止をはじめ
とする、森林の多面的機能の維持増進のための森林整備事
業 例：間伐・作業道開設）を支援するため、予算の範囲
内で交付金を交付する。

款 5 農林水産業費

目 2 林業振興費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 美しい森林づくり基盤整備事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-2-2-1>

Ａ

平 成 30 年 度 88.4ha 3,794m
令 和 元 年 度 87.73a 3,577m

平 成 28 年 度 171.5ha 5,556m
平 成 29 年 度  94.8ha 3,620m

平 成 26 年 度 102.9ha 6,575m
平 成 27 年 度 130.0ha 4,488m

成果

年　　　度 間伐面積 作業道延長
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地区

単位当たりコスト　　　　（円） 540,000

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
5.自然豊かなまち
1.豊かな自然環境の保全・
活用

活動指標の実績(見込)
単
位

2
単
位

従事職員数【人工】 0.01

人件費 （人工×8,000千円） 80

増減額 ▲ 500

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

環境保全林・景観保全林・水源涵養林としての人家周辺
の里山林が本来持っている公益的機能を回復させ、土砂崩
壊災害やスギ・ヒノキの花粉飛散量の低減を図る。

総事業費：人件費含む （千円） 1,080

活動指標名 新規取組地区

決算額又は決算見込額 （千円） 1,000

その他

一般財源 500

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

500

R2
1,000

当初予算額

R2
1,000

現計予算額

市　債

根拠条例等 宇陀市里山の広葉樹林再生事業補助金交付要綱

総合計画 基本計画　５－１－１ 自然環境の保全・活用

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）人家から50ｍ程度までのスギ・ヒノキを中心とした里山
の針葉樹林を伐採し、クヌギやナラなどを中心とした広葉
樹の苗木を植栽し、その経費を補助する。 分担金

負担金

事業 1 林業振興費

項 2 林業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

拡大造林政策により、里山にまで植林されたスギ・ヒノ
キが利用されずに荒廃し、人家周辺の里山林の整備が放置
されている。そのため、国県補助の対象とならない里山の
人工林を整備する活動に補助を行い、樹種転換を推進す
る。

款 5 農林水産業費

目 2 林業振興費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 里山の広葉樹林再生事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-2-2-1>

Ａ

新　規 1地区 500 １事業地500千円以内

合　　　　　　計 500

（単位：千円）

項　目 地区数 金額 摘　　　　　　要

令 和 元 年 度 0地区  

平 成 29 年 度 2地区 新規1地区、継続1地区

平 成 30 年 度 0地区  

平 成 27 年 度 3地区 新規2地区、継続1地区

平 成 28 年 度 3地区 新規2地区、継続1地区

成果

年　　　度 地区数 摘　　　　　要

平 成 26 年 度 3地区 新規3地区
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

単位当たりコスト　　　　（円）

活動指標の算式

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
4.商工業の再生・活性化活動指標の実績(見込)

単
位

単
位

過疎対策事業債　　63,800千円

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

増減額 63,836

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

平成26年11月に厚生労働省において作成された「野生鳥
獣肉の衛生管理に関する指針」により、捕獲や運搬、食肉
処理などの適切な衛生管理の考え方が示されたことから、
農林業被害対策の一環として捕獲されたシカ・イノシシ
を、宇陀市の豊かな山がもたらす地域の資源として、指針
に添った適切な処理と有効活用を行う。

総事業費：人件費含む （千円）

活動指標名

決算額又は決算見込額 （千円）

その他

一般財源 36

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

63,836

R2

当初予算額

R2
20,108

現計予算額

市　債 63,800

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－４－３ 新たな産業の展開

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

事業 1 林業振興費

項 2 林業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

農林業被害対策の一環として捕獲されたシカ・イノシシ
を宇陀市の豊かな山がもたらす地域の資源として活用する
ため、衛生管理等の指針に沿った食肉処理を行い良質なジ
ビエを生産し、獣肉の利活用を図る。

款 5 農林水産業費

目 2 林業振興費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 ジビエ利活用プロジェクト

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-2-2-1>

Ａ

延床面積400㎡

1,602㎡
7,000㎡ 2,100

項　　　　　　目
建築確認申請等手数料
設計業務委託料（建築・設備）
設計業務委託料（進入路・建設用地）
分筆登記業務委託料
建設用地購入費
進入路用地購入費

2,530

400
25,000
25,000

摘　　　要 金額

（単位：千円）

4,806

4,000
63,836

進入路・建設用地立木補償
合　　　　　　　　　　　　計
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

ha

単位当たりコスト　　　　（円） 54,796 77,729

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込) 137
単
位

ha 140
単
位

森林整備地域活動支援事業補助金
　　　　　　 　　　　7,275千円

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円） 1,600 1,600

増減額 328

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

目標
森林所有者等による施業の集約化や、森林施業の実施に

不可欠で、現場での森林施業の集約化を行う場合に必要と
なる、伐採量の把握のための森林調査、境界の確認、森林
所有者との合意形成を行う。
　

総事業費：人件費含む （千円） 7,507 10,882

活動指標名 事業面積

決算額又は決算見込額 （千円） 5,907 9,282

その他

一般財源 2,425

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 7,275

9,700

R2
9,372

当初予算額

R2
9,372

現計予算額

市　債

根拠条例等 宇陀市森林整備地域活動支援交付金交付要綱

総合計画 基本計画　３－３－４ 森林の保全と多面的利用の促進

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）森林経営計画策定のため、土地所有者と経営委託を交わ
した事業体に対して補助を行う。

分担金
負担金

事業 4
森林整備地域活動支援
事業費

項 2 林業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

森林の有する多面的機能が確保されるよう、森林経営計
画等の作成を通じた森林整備の促進を図るため、森林施業
の集約化及び森林施業の推進に必要な地域活動等を行う森
林所有者等に対して支援を行う。

款 5 農林水産業費

目 2 林業振興費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 森林整備地域活動支援交付金事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-2-2-4>

Ａ

 100 ha

25 ha

125 ha

合　　　　　　　　計  9,700

森林境界の明確化 4,500

森林経営計画作成、森林境界の明
確化に向けた条件整備

5,000

森林経営計画の促進 200

（単位：千円）

項　　　　　　　　　目 事業面積 金　　額

令和元年度

 123 ha

14 ha

137 ha
森林経営計画作成、森林境界の明
確化に向けた条件整備

項　　　　　　　　　目 事業面積

森林境界の明確化

森林経営計画の促進
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

単位当たりコスト　　　　（円）

活動指標の算式

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

森林環境整備促進基金繰入金
　　　　　　　　34,364千円

従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円） 8,000 8,000

増減額 ▲ 8,932

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

令和元年度実績
　〇カエデの郷ひらら周辺里山整備事業の基本設計
　〇一条高等学校新講堂改築（隈研吾氏設計）に伴う
　　PR宇陀市産材の寄付
　〇施業放置林整備事業の防災対策

総事業費：人件費含む （千円） 24,632 26,096

活動指標名

決算額又は決算見込額 （千円） 16,632 18,096

その他 34,364

一般財源

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

34,364

R2
43,296

当初予算額

R2
43,296

現計予算額

市　債

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－３－４ 森林の保全と多面的利用の促進

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）森林経営管理法に基づく森林状況の把握、森林所有者の
意向調査や間伐委託を行う。また、森林モデルとしてカエ
デの郷ひらら周辺の里山を整備する設計を行う。 分担金

負担金

事業 12
森林環境譲与税推進事
業

項 2 林業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

森林環境譲与税の創設に伴い、当該譲与税を基金に積み
立て、それを財源として、間伐や人材育成、担い手の確
保、木材利用の促進や普及啓発等の森林整備及びその促進
を図る。

また、森林整備に対する事業の他、災害に強い森林整備
や森林が持つ公益的機能などを広く啓発するための事業を
行い、都市住民等への森林整備の重要性に対する理解の醸
成を図ると伴に、宇陀市産木材のPRを行い、木材需要の増
加を目指す。

款 5 農林水産業費

目 2 林業振興費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 森林環境譲与税推進事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-2-2-12>

Ａ

項目 金額 項目 金額
人件費 3,347 委託料 24,270
旅費 200 使用料及び賃借料 493
需用費 400 原材料費 2,000

役務費 114
負担金、補助及び
交付金

3,540

合　　計 34,364

（単位：千円）
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

単位当たりコスト　　　　（円）

活動指標の算式

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
2.地域の産業の発展を担う
次世代の人材の確保や育成

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

森林環境整備促進基金繰入金
　　　　　　　　 3,030千円

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

増減額 3,030

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

宇陀市林業は、高齢化の進行や担い手・後継者不足が課
題となっている。意欲と林業に興味がある若者1名を募集
し、3年間の林務事務の習得及び森林組合や林業事業体で業
務を経験してもらい、林業従事者の育成を行う。

総事業費：人件費含む （千円）

活動指標名

決算額又は決算見込額 （千円）

その他 3,030

一般財源

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

3,030

R2

当初予算額

R2

現計予算額

市　債

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－２－１ 雇用の創出

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　

分担金
負担金

事業 12
森林環境譲与税推進事
業

項 2 林業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

林業の成長産業化と森林の適切な経営管理を実現するた
めには、その担い手となる林業従事者の確保が重要となる
が、長期にわたる林業不振のため、林業従事者は減少して
いる。そのため、意欲のある林業従事者を育成し、持続可
能な林業経営の確立の推進を目指す。

款 5 農林水産業費

目 2 林業振興費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 林業従事者人材育成事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-2-2-12>

Ａ

人件費
旅費
需用費
役務費
使用料及び賃借料
負担金、補助及び交付金

15
765
100

合　　　　　　　　　　　　計 3,030

項　　　　　　　　　　　　目 金額（千円）

1,928
41
181
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

単位当たりコスト　　　　（円）

活動指標の算式

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

混交林誘導整備委託金　3,253千円

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

増減額 3,253

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

地上部は複数の樹種や高さの異なる樹木に覆われ、地下
部においても様々な根が複雑に張りめぐらされた崩れにく
い防災機能の高い森林へと誘導していく。

総事業費：人件費含む （千円）

活動指標名

決算額又は決算見込額 （千円）

その他

一般財源

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 3,253

3,253

R2

当初予算額

R2

現計予算額

市　債

根拠条例等 奈良県森林環境の維持向上により森林と人との恒久的な共生を図る条例第１０条第２項

総合計画 基本計画　３－３－４ 森林の保全と多面的利用の促進

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）恒続林に区分された森林のうち、施業放置状態のものか
ら優先的に意向調査を始め、概ね10年で毎年度その1／10程
度の面積を選定、実施する。実施面積　Ａ＝3.28ha 分担金

負担金

事業 13 混交林誘導整備事業

項 2 林業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

優先的に整備するエリアにおいて、数カ所の小面積皆伐
を実施し、皆伐跡地に地域の特性に応じた広葉樹等の植栽
及び周辺の環境整備を行う。 款 5 農林水産業費

目 2 林業振興費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 混交林誘導整備事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-2-2-13>

Ａ

混交林誘導整備事業委託料　（3.28ha）

旅費（普通旅費）　

需用費(消耗品、燃料費等)　

役務費（通信運搬費）    

使用料及び賃借料（コピー使用料）

40

10

10

合　　　         　　　　計 3,253

（単位：千円） 

項　　　　　　　　　　　　目 金　　額

3,183

10
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

ha

単位当たりコスト　　　　（円） 1,559,124

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込)
単
位

7
単
位

雑入(分収造林育成事業補助金)
　　　　　　 　　3,000千円

従事職員数【人工】 0.01 0.01

人件費 （人工×8,000千円） 80 80

増減額 4,100

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

目標
分収造林事業により、地域森林資源の整備や確保を行

う。

令和２年度年度見込み

　測量　　6.85ha
　間伐等整備面積　A=6.85ha
　作業道整備　L=532m

総事業費：人件費含む （千円） 3,600 10,680

活動指標名 造林事業面積

決算額又は決算見込額 （千円） 3,520 10,600

その他 14,100

一般財源

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費

14,100

R2
10,000

当初予算額

R2
10,600

現計予算額

市　債

根拠条例等 宇陀市分収造林事業費補助金交付要綱

総合計画 基本計画　３－３－４ 森林の保全と多面的利用の促進

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）独立行政法人森林総合研究所 森林農地整備センター
奈良水源林整備事務所と室生総自治会長とが協議を行い、
分収造林地の造林事業（下刈りや間伐、作業道設置等）を
実施する。

造林事業経費については、100％独立行政法人森林総合研
究所が負担する。
  分収造林地面積　A=73.07ha
令和３年度概要
　事業費　14,100千円
　間伐 、コンクリート舗装

分担金
負担金

事業 84 分収造林育成事業費

項 2 林業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

独立行政法人森林総合研究所 森林農地整備センター
奈良水源林整備事務所が実施する、分収造林事業を行う団
体（室生自治会）に対し、補助金を交付する。
　分収割合：森林総合研究所40％、室生自治会60％

款 5 農林水産業費

目 2 林業振興費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 室生分収造林育成事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-2-2-84>

Ａ
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

㎥

単位当たりコスト　　　　（円） 5,442 5,100

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込) 1,648
単
位

㎥ 2,000
単
位

県産材生産促進事業補助金
　　　　　　 　6,000千円

従事職員数【人工】 0.40 0.40

人件費 （人工×8,000千円） 3,200 3,200

増減額 ▲ 350

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

目標
森林の保全や水源のかん養など、森林の有する公益的機

能の、持続的な発揮を目的とした、間伐等の適正な森林整
備を推進するとともに、未利用となっている県産材の搬
出、及び利用促進を図る。

総事業費：人件費含む （千円） 8,968 10,200

活動指標名 搬出量

決算額又は決算見込額 （千円） 5,768 7,000

その他

一般財源 4,500

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 6,000

10,500

R2
10,850

当初予算額

R2
10,850

現計予算額

市　債

根拠条例等 宇陀市県産材促進事業補助金交付要綱

総合計画 基本計画　３－３－４ 森林の保全と多面的利用の促進

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）搬出コストの不採算により、未利用となっている県産材
の搬出事業を行う認定事業体に対し、その搬出及び利用促
進に係る経費を予算の範囲内で補助金を交付する。 分担金

負担金

事業 86 県産材生産促進事業

項 2 林業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

森林の保全や水源のかん養など、森林の有する公益的機
能の持続的な発揮を目的とした、間伐等の適正な森林整備
を推進するとともに、未利用となっている県産材（間伐
材）の搬出及び利用促進を図るため、県が定める宇陀市内
の森林組合を含む認定事業体に対し、県産材生産促進事業
の経費について補助金を交付する。

款 5 農林水産業費

目 2 林業振興費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 奈良県産材生産促進事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-2-2-86>

Ａ

㎥

円

円

円

円事 業 費 10,500,000

１㎥当たり

県　費 2,000

市　費 1,500

合　計 3,500

搬 出 計 画 量 3,000

㎥
㎥
㎥
㎥
㎥
㎥

平 成 29 年 度 1,850
平 成 30 年 度 1,456

平 成 26 年 度 1,560
平 成 27 年 度 1,520
平 成 28 年 度 1,951

令 和 元 年 度 1,648

成果

年　　　度 排出量

-237-



令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

頭

単位当たりコスト　　　　（円） 17,545 17,775

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
3.基幹産業である農林業の
再生・活性化

活動指標の実績(見込) 1,213
単
位

頭 1,200
単
位

森林植生保全事業補助金
　　　　　　 2,840千円

従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円） 8,000 8,000

増減額 ▲ 929

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律に
基づき、農林作物に甚大な被害をもたらす、有害鳥獣の生
息数を適正に管理するため、宇陀市鳥獣被害防止計画によ
り捕獲体制を整え、捕獲推進を図るとともに、捕獲者への
奨励及び実施隊による組織強化や捕獲者の育成を図る。

また、道路等公共用地での事故死による個体など、衛生
的に処分する必要があるものについては、火葬処理を行
う。

総事業費：人件費含む （千円） 21,282 21,330

活動指標名 有害鳥獣の捕獲・処理頭数

決算額又は決算見込額 （千円） 13,282 13,330

その他

一般財源 7,786

R3予算額

使用料
手数料

国　費 2,690

県　費

10,476

R2
11,405

当初予算額

R2
13,330

現計予算額

市　債

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

事業 101
林業振興費（有害鳥獣
対策事業）

項 2 林業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

　有害鳥獣による、農林産物等への被害拡大を防止する。

款 5 農林水産業費

目 2 林業振興費

区分 № 区分名

3 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 有害鳥獣対策事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <5-2-2-101>

Ａ

鳥獣被害対策実施隊員報酬

　（18名×年間40,000円）

有害鳥獣防除ライセンス取得等補助金

（取得5名×10千円、継続118名×10千円）

有害鳥獣駆除事業

（捕獲報償金5,330千円、集中捕獲7回700千円）

有害鳥獣駆除個体処理事業

有害鳥獣用捕獲・回収専用車リース料

合　　　　　　　計 10,476

6,030

2,200
296

（単位：千円）

項　　　　　　　　　　　　目 金　　額

720

1,230

-238-


